
(57)【要約】

【課題】広い空間で容易に、且つ触媒の近傍で気中放電

を生じさせることのできる空気浄化装置を提供する。

【解決手段】空気通路１ａ中に対を成す電極２を備え、

電極２間に高電圧を印加して放電を生じさせ、その放電

を用いて空気浄化を行なう空気浄化装置において、電極

２間に繊維状誘電部材２を配置して処理空気を通過させ

た。

これは、誘電部材を空間的に配置することで広い空間で

容易に放電が生じることに着目したものであり、本発明

では誘電材を繊維状部材として電極２間の空間に配置し

ている。これにより、低圧損としたうえ、広い空間で容

易に放電を生じさせることができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
空 気 通 路 （ １ ａ ） 中 に 対 を 成 す 電 極 （ ２ ） を 備 え 、 前 記 電 極 （ ２ ） 間 に 高 電 圧 を 印 加 し て
放 電 を 生 じ さ せ 、 そ の 放 電 を 用 い て 空 気 浄 化 を 行 な う 空 気 浄 化 装 置 に お い て 、
前 記 電 極 （ ２ ） 間 に 繊 維 状 誘 電 部 材 （ ３ ） を 配 置 し て 処 理 空 気 を 通 過 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 繊 維 状 誘 電 部 材 （ ３ ） に 、 常 温 で も 触 媒 作 用 を 発 揮 す る と 共 に 、 放 電 の エ ネ ル ギ ー に
よ っ て 活 性 化 す る 触 媒 を 担 持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 極 （ ２ ） は 、 多 孔 状 の 金 属 網 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記
載 の 空 気 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 活 環 境 内 で 発 生 す る 室 内 の 各 種 臭 気 や 建 材 ・ 家 具 等 か ら 発 生 す る ホ ル ム ア ル
デ ヒ ド や 揮 発 性 有 機 化 合 物 （ Ｖ Ｏ Ｃ ） 、 お よ び 車 両 の 車 室 内 で 発 生 し た り 外 気 か ら 流 入 し
た り す る 各 種 臭 気 や 排 気 ガ ス な ど 、 空 気 中 に 含 ま れ る ガ ス 状 汚 染 物 質 を 浄 化 す る 空 気 浄 化
装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 放 電 の エ ネ ル ギ ー を 用 い る も の に お い て 、 そ の 放 電 エ ネ
ル ギ ー を 有 効 に 活 用 た め の 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 電 極 間 で コ ロ ナ 放 電 や 沿 面 放 電 を 生 じ さ せ 、 そ の 放 電 エ ネ ル ギ ー に よ っ て ガ ス 状 汚
染 物 質 を 分 解 ・ 除 去 す る 空 気 浄 化 装 置 が あ る 。 図 ２ は 、 そ の よ う な 放 電 の エ ネ ル ギ ー を 用
い る 従 来 の 空 気 浄 化 装 置 の 基 本 構 造 を 表 す 模 式 図 で あ る 。 こ の 装 置 で は 、 筐 体 １ の 空 気 通
路 １ ａ 内 で 、 電 極 ２ 間 に 高 電 圧 を 掛 け て 放 電 を 生 じ さ せ 、 励 起 し た プ ラ ズ マ が 空 気 流 れ に
乗 っ て 下 流 の 触 媒 ５ を 通 過 す る こ と に よ り 脱 臭 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 従 来 方 法 に お い て は 、 放 電 の エ ネ ル ギ ー が 効 率 良 く 使 わ れ て い な い こ と と 、
放 電 に よ り 生 じ た オ ゾ ン が 消 費 し き れ ず に 空 気 中 に 流 出 し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。 オ
ゾ ン の 流 出 は 環 境 基 準 に 達 し な い ま で も 、 処 理 空 気 中 の オ ゾ ン 濃 度 が 高 く な る こ と は 人 体
に 悪 影 響 を 及 ぼ す も の で あ る 。 そ こ で 、 オ ゾ ン 濃 度 を 問 題 の な い レ ベ ル ま で 下 げ る た め に
放 電 の エ ネ ル ギ ー を 小 さ く す る こ と と な る が 、 こ れ は 一 方 で 脱 臭 性 能 が 低 下 す る と い う 相
反 す る 問 題 と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 広 い 空 間 で 容
易 に 、 且 つ 触 媒 の 近 傍 で 気 中 放 電 を 生 じ さ せ る こ と の で き る 空 気 浄 化 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ お よ び 請 求 項 ３ 記 載 の 技 術 的 手 段 を 採 用 す る 。 す な わ
ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 空 気 通 路 （ １ ａ ） 中 に 対 を 成 す 電 極 （ ２ ） を 備 え 、 電 極
（ ２ ） 間 に 高 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 生 じ さ せ 、 そ の 放 電 を 用 い て 空 気 浄 化 を 行 な う 空 気 浄
化 装 置 に お い て 、 電 極 （ ２ ） 間 に 繊 維 状 誘 電 部 材 （ ３ ） を 配 置 し て 処 理 空 気 を 通 過 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ れ は 、 誘 電 部 材 を 空 間 的 に 配 置 す る こ と で 広 い 空 間 で 容 易 に 放 電 が 生 じ る こ と に 着 目 し
た も の で あ り 、 本 発 明 で は 誘 電 材 を 繊 維 状 部 材 と し て 電 極 （ ２ ） 間 の 空 間 に 配 置 し て い る
。 こ れ に よ り 、 低 圧 損 と し た う え 、 広 い 空 間 で 容 易 に 放 電 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。 ま
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た 、 製 品 と し た 際 の 取 り 扱 い が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 繊 維 状 誘 電 部 材 （ ３ ） に 、 常 温 で も 触 媒 作 用 を 発 揮 す る と 共
に 、 放 電 の エ ネ ル ギ ー に よ っ て 活 性 化 す る 触 媒 を 担 持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 。 こ れ は 、
触 媒 部 分 に 直 接 放 電 す る と い う 発 想 を 基 に 、 上 記 繊 維 状 誘 電 部 材 （ ３ ） に 触 媒 を 担 持 さ せ
た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 触 媒 の 近 傍 で 有 毒 ガ ス や 酸 素 分 子 が 放 電 エ ネ ル ギ ー で 解 離 す
る の で 、 効 果 的 に 触 媒 に よ っ て ガ ス 処 理 を 行 な う こ と が で き る 。 尚 且 つ 、 繊 維 状 部 材 と す
る こ と に よ り 触 媒 表 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 電 極 （ ２ ） は 、 多 孔 状 の 金 属 網 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ
れ に よ り 、 放 電 を 生 じ て い る 両 電 極 （ ２ ） そ の も の に ガ ス 状 汚 染 物 質 が 含 ま れ る 空 気 を 流
通 さ せ て 効 率 良 く 浄 化 す る こ と が で き る 。 尚 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実
施 形 態 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関 係 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お
け る 空 気 浄 化 装 置 の 基 本 構 造 を 表 す 模 式 図 、 （ ｂ ） は 浄 化 部 の 拡 大 模 式 図 、 （ ｃ ） は 繊 維
状 誘 電 体 の 更 な る 拡 大 模 式 図 で あ り 電 荷 分 布 と 放 電 を 模 式 で 示 す 。 こ の 浄 化 部 は 、 内 部 に
空 気 通 路 １ ａ を 有 す る 筐 体 １ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 空 気 通 路 １ ａ 中 に 対 を 成
す 電 極 ２ を 備 え 、 電 極 ２ 間 に 高 圧 電 源 ４ か ら 数 ｋ Ｖ の 高 電 圧 を 印 加 し て 放 電 を 生 じ さ せ 、
そ の 放 電 を 用 い て 空 気 浄 化 を 行 な う 空 気 浄 化 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
対 を 成 す 電 極 ２ は 、 穴 開 き メ タ ル や メ タ ル メ ッ シ ュ 等 の 多 孔 状 の 金 属 網 で 形 成 さ れ て い る
。 ま た 、 放 電 の た め に 印 加 さ れ る 高 電 圧 の 波 形 は 、 鋸 波 、 パ ル ス 波 、 矩 形 波 、 交 流 、 脈 流
で あ る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 の 特 徴 と し て 、 電 極 ２ 間 に 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ を 配 置 し て 処 理
空 気 を 通 過 さ せ る と 共 に 、 そ の 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ の 各 繊 維 ３ ａ に 、 常 温 で も 触 媒 作 用 を 発
揮 す る と 共 に 放 電 の エ ネ ル ギ ー に よ っ て 活 性 化 す る 触 媒 を 担 持 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
担 持 さ せ て い る 触 媒 は 、 常 温 で も 触 媒 作 用 を 発 揮 す る と 共 に 、 放 電 の エ ネ ル ギ ー に よ っ て
活 性 化 す る 触 媒 で あ り 、 具 体 的 に は 、 マ ン ガ ン と 二 酸 化 チ タ ン と の 混 合 物 を 用 い て い る が
、 こ れ に 限 ら ず 、 好 ま し く は 、 鉄 （ Ｆ ｅ ） ・ マ ン ガ ン （ Ｍ ｎ ） ・ ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） の
い ず れ か の 酸 化 物 と 、 鉄 （ Ｆ ｅ ） ・ マ ン ガ ン （ Ｍ ｎ ） に 対 し て 銀 （ Ａ ｇ ） ・ コ バ ル ト （ Ｃ
ｏ ） ・ 銅 （ Ｃ ｕ ） ・ ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） ・ ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） ・ チ タ ン （ Ｔ ｉ ） の い ず れ
か を 組 み 合 わ せ た 複 合 酸 化 物 と 、 そ れ ら の 全 て に 対 し て 二 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） ま た は
金 （ Ａ ｕ ） を 混 合 さ せ た も の と の い ず れ か を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
繊 維 状 誘 電 部 材 ３ は 、 チ タ ン 酸 バ リ ウ ム ・ チ タ ン 酸 ス ト ロ ン チ ウ ム ・ 二 酸 化 チ タ ン ・ チ タ
ニ ア 等 、 あ る 程 度 の 誘 電 率 を 持 つ 材 質 を 繊 維 状 に 形 成 し 、 そ の 繊 維 状 の も の を 綿 ・ 織 布 ・
不 織 布 状 と し た 基 材 で あ る 。 そ し て 、 上 記 物 質 の 触 媒 を 液 体 に 混 合 し た ス ラ リ ー の 中 に 、
上 記 基 材 で あ る 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ を 含 浸 し て 各 繊 維 ３ ａ に 触 媒 を 付 着 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ を 介 し て 電 極 ２ に 高 電 圧 を 印 加 す る と 、 電 極 ２ 間 全 体 で 気 中
放 電 が 生 じ る こ と と な り 、 こ の 放 電 に よ り 近 傍 の 触 媒 が 活 性 化 さ れ て 臭 い 成 分 を 酸 化 分 解
す る 。 代 表 的 な 反 応 式 と し て ア セ ト ア ル デ ヒ ド （ Ｃ Ｈ ３ Ｃ Ｈ Ｏ ） の 分 解 例 を 下 記 に 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 化 １ 】 ２ Ｃ Ｈ ３ Ｃ Ｈ Ｏ ＋ ５ Ｏ ２ → ４ Ｃ Ｏ ２ ＋ ４ Ｈ ２ Ｏ
次 に 、 本 実 施 形 態 の 特 徴 と 効 果 を 述 べ る 。 ま ず 、 電 極 ２ 間 に 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ を 配 置 し て
処 理 空 気 を 通 過 さ せ て い る 。 こ れ は 、 誘 電 部 材 を 空 間 的 に 配 置 す る こ と で 広 い 空 間 で 容 易
に 放 電 が 生 じ る こ と に 着 目 し た も の で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 誘 電 材 を 繊 維 状 部 材 と し て 電
極 ２ 間 の 空 間 に 配 置 し て い る 。 こ れ に よ り 、 低 圧 損 と し た う え 、 広 い 空 間 で 容 易 に 放 電 を
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生 じ さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 製 品 と し た 際 の 取 り 扱 い が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ に 、 常 温 で も 触 媒 作 用 を 発 揮 す る と 共 に 、 放 電 の エ ネ ル ギ ー に よ
っ て 活 性 化 す る 触 媒 を 担 持 さ せ て い る 。 こ れ は 、 触 媒 部 分 に 直 接 放 電 す る と い う 発 想 を 基
に 、 上 記 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ に 触 媒 を 担 持 さ せ た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 触 媒 の 近 傍 で 有
毒 ガ ス や 酸 素 分 子 が 放 電 エ ネ ル ギ ー で 解 離 す る の で 、 効 果 的 に 触 媒 に よ っ て ガ ス 処 理 を 行
な う こ と が で き る 。 尚 且 つ 、 繊 維 状 部 材 と す る こ と に よ り 触 媒 表 面 積 を 広 く 確 保 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 電 極 ２ は 、 多 孔 状 の 金 属 網 で あ る 。 こ れ に よ り 、 放 電 を 生 じ て い る 両 電 極 ２ そ の も
の に ガ ス 状 汚 染 物 質 が 含 ま れ る 空 気 を 流 通 さ せ て 効 率 良 く 浄 化 す る こ と が で き る 。 尚 、 繊
維 状 誘 電 部 材 ３ に 通 過 さ せ る 風 の 向 き は 、 電 極 ２ の 面 に 対 し て 垂 直 で も 水 平 で も 良 い 。 ま
た 、 電 極 ２ と 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ と は 接 触 さ せ て も 良 い し 離 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
上 述 の 実 施 形 態 で は 、 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ に 触 媒 を 担 持 さ せ て い る が 、 対 を 成 す 電 極 ２ の メ
タ ル 表 面 に も 触 媒 を 担 持 さ せ て も 良 い 。 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 電 極 ２ と 繊 維 状 誘 電 部
材 ３ と の 基 本 構 成 で あ る た め 、 当 然 、 複 数 対 の 電 極 ２ と 複 数 の 繊 維 状 誘 電 部 材 ３ と を 積 層
す る 構 造 と し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 空 気 浄 化 装 置 の 基 本 構 造 を 表 す 模 式 図 、 （
ｂ ） は 浄 化 部 の 拡 大 模 式 図 、 （ ｃ ） は 繊 維 状 誘 電 体 の 更 な る 拡 大 模 式 図 で あ り 電 荷 分 布 と
放 電 を 模 式 で 示 す 。
【 図 ２ 】 従 来 の 空 気 浄 化 装 置 の 基 本 構 造 を 表 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ａ 　 空 気 通 路
２ 　 電 極
３ 　 繊 維 状 誘 電 部 材
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